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北海道大学山岳部インドヒマラヤ逮征隊は､先般来、イン

ドヒマラヤ･方ﾝづﾄﾘ山群にそびえるｽﾀｼﾚｼﾔﾝ･パルバート

峯の蕊頂をめざし､鋭意登塞を行っておりましたカミ昭和５９

年lOjl21IIより2311にかけ8名の隊且全員の登頂に成功い

たし、このたび無事帰国いたしました。これは同峯の前人

未踏の南西稜からの初めての笠頂でありますも

この成果は､北大山の会々員をはじめ、学内外の関係各

位のあたたかいご支援のたまものであり、ここに遠征のご報

告をするにあたり､厚くお礼申し_'二げま式

ｲﾝドﾋﾏﾗﾔ
遠征隊行動経過

］

先発隊離日

後発隊離日

デリー出発

ウッタルカシ藩

ガンゴトリよりポーター44橘とともにキャラバン開始

Ｂ､Ｃ,(4600ｍ)設営

Ｃｌ.(5200ｍ)設営

南西稜ルートエ作開始
Ｃ2.(5800ｍ)設営

C3.(6000ｍ）(アタックｷｬﾝﾌ゚)設営

第一次盗頂(工藤哲端､坂井忍､寓本典）
第二次登頂(河合範雄､岡脇伸浩）

第三次登頂(藤原章生､樋11和生､高原昌也）
キャンプ撤収､Ｂ､Ｃ,へ下山
B､Ｃ､を撤収し､ガンゴトリへ下山

ウッタルカシ出発､深夜デリー帰若
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隊艇

エ藤哲靖(25）
北大文学部卒

Leader

TetsuyasuKudo
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Member

MakotoMiyamoto
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隊典

坂井忍(24）
工学部挫築［学科修l:1年

Member

ShinobuSakai
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隊員

岡島イ申>告(19）
教獲部2年

Member

NobuhiroOkajima
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樋口矛ﾛ生(22）
農学部帝産学科3年
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札幌恢大研修隊

MedicaIDoctor

NorioKawai
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